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猛暑もひと段落 
  

まだ日差しの強い日もありますが、９月に入り台

風などの雨も多かった為か、少し過ごし易い陽気の

日も増えて参りました。気付けば蝉の音も遠くな

り、夕映えの河原には赤とんぼの姿も多く、日が沈

むと秋の虫の音が聴かれる様になりました。今思え

ば９月こそが昔の日本の夏の気候なのかもしれませ

んね。続く熱帯夜で８月に出来なかった花火を今し

てみるのも一興かもしれませんね。 

 

「夏祭り」 
 

8 月 28 日に夏祭りを開催致しました。各フロア

に神輿が周り、盆踊りをみんなで踊り、それに合わ

せて太鼓も利用者様にも交代で叩いて貰い、大いに

盛り上がりました。午後は１F フロアに行き、たこ

やき、やきとり、わたあめなどの屋台で好きな物を

選んでいただき、美味しそうに召し上がっていまし

た。毎年恒例のくじ引

きで、当たった景品を

嬉しそうに抱えている

姿が印象的でした。夏

の締めくくりに相応し

い行事になりました。 

   

「夏祭り」 

 

行事委員が中心になり、お祭りに向けての準備を

進めていました。会場となる１F だけでなく、各フ

ロアもお祭りの飾りつけをされていました。当日

は、練習をしていた盆踊りで盛り上げていました。 

「秋の七草」 
 

 秋にも七草があることはご存じでしょうか。秋の

七草は万葉集に収められている山上憶良の 2 首の歌

が元になっています。一つ目の歌の意味は(秋の野に

咲いている草花を指折り数えると 7 種類ある)二つ

目の歌は、（萩の花、尾花、葛の花、撫子の花、女

郎花（おみなえし）、藤袴（ふじばかま）、朝貌

（あさがお）の花）であると秋の七草の種類の説明

をしています。ちなみに朝貌は現在では、桔梗のこ

とだと言われています。秋の七草は観賞重視です。

野山に咲く美しい花を観賞し

季節を感じることが秋の七草

の目的のようです。秋の七草

は食用ではないですが、薬草

として使われてきた草花が含

まれ、疲れのでやすい秋に私

たちを目から癒してくれる秋

の風物詩ですね。  

  



 

 

「夏祭り」 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

今月のスケジュール ｢期間:9/16～10/15 の予定｣ 

 

< 行 事 >  

 

・9/2４(火)     理美容 

・9/25(水)      行事：敬老会 

・9/25(水)      ホーム喫茶 

 

 

余暇：手芸の会、書道は各フロアにて随時行う予定 

 

 

10 月中    行事：運動会 
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